
(57)【要約】

【課題】　内輪の突合わせ部で、空気の流通（浸入）の

みを許容する一方、水や異物等の流通を阻止しながら、

突合わせ部の面積を広くし、その面圧を軽減して強度不

足を解消し、これにより、アキシアル荷重の厳しい条件

下においても、従来品より薄肉な内輪設計を可能にする

こと。

【解決手段】　内輪１３の突合わせ部に、Ｔ字状の内輪

間座３０が配置してある。このＴ字状の内輪間座３０は

、内輪１３，１３の端面同士の間に介装される本体３１

と、内輪１３，１３の外径面を被覆するように延びる一

対の肩部３２，３２と、を備えている。一対の肩部３２

，３２の内径側には、内輪１３，１３の外径面との間に

、一対のＯ－リング３３，３３が装着してある。このＯ

－リング３３，３３の潰し代は、空気の流通を許容する

一方、異物の流通を阻止する程度に設定してある。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 輪 と 、 外 輪 と 、 内 輪 と 外 輪 と の 間 に 転 動 自 在 に 介 装 し た 円 錐 こ ろ と 、 を 備 え る と 共 に
、 内 ・ 外 輪 の 両 端 部 と 、 内 輪 の 突 合 せ 部 と を 密 封 し た 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受 に 於 い て 、
　 前 記 内 輪 の 突 合 わ せ 部 に 、 内 輪 間 座 が 配 置 し て あ る と 共 に 、
　 当 該 内 輪 間 座 と 前 記 内 輪 と の 間 に 、 シ ー ル 部 材 が 介 装 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 密 封 型
円 錐 こ ろ 軸 受 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 シ ー ル 部 材 の 潰 し 代 は 、 空 気 の 流 通 を 許 容 す る 一 方 、 異 物 の 流 通 を 阻 止 す る 程 度 に
設 定 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 鉄 鋼 設 備 、 圧 延 機 等 に 使 用 さ れ る ロ ー ル ネ ッ ク 用 ・ 密 封 型 ・ ４ 列 ・
円 錐 こ ろ 軸 受 な ど の 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受 に 関 し 、 例 え ば 、 熱 間 圧 延 機 、 冷 間 圧 延 機 の ワ ー
ク ロ ー ル 、 中 間 ロ ー ル 軸 受 に 使 用 さ れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 ロ ー ル ネ ッ ク 用 ・ 密 封 型 ・ ４ 列 ・ 円 錐 こ ろ 軸 受 で は 、 そ の 中 央 部 か ら 水 や 異 物 等
の 浸 入 を 防 止 す る た め 、 密 封 シ ー ル を 設 け る 場 合 に は 、 内 輪 突 合 せ 面 の 端 面 に 、 中 聞 シ ー
ル を 用 い る 方 法 が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ２ は 、 従 来 に 係 る ロ ー ル ネ ッ ク 用 ・ 密 封 型 ・ ４ 列 ・ 円 錐 こ ろ 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
な お 、 同 図 は 、 軸 を 含 ま な い 縦 断 面 図 の う ち の 上 部 を 示 す 半 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受 １ ０ は 、 外 輪 １ １ 、 １ ２ 、 １ １ と 、 内 輪 １ ３ 、 １ ３ と 、 外 輪 １ １ 、
１ １ 、 １ ２ と 内 輪 １ ３ 、 １ ３ と の 間 に 配 置 さ れ る 多 数 の 円 錐 こ ろ １ ４ 、 １ ４ 、 … と 、 こ れ
ら の 円 錐 こ ろ １ ４ 、 １ ４ 、 … を 支 持 す る 保 持 器 １ ５ 、 １ ５ 、 … と 、 外 輪 １ ２ と 外 輪 １ １ 、
１ １ と の 間 に 配 設 さ れ た 外 輪 間 座 １ ６ 、 １ ６ と 、 外 輪 １ １ 、 １ １ の 端 部 に 配 置 さ れ た シ ー
ル ホ ル ダ １ ７ 、 １ ７ と 、 シ ー ル ホ ル ダ １ ７ 、 １ ７ に よ っ て 支 持 さ れ た 端 面 シ ー ル １ ８ 、 １
８ と 、 一 対 の 内 輪 １ ３ 、 １ ３ が 接 す る 部 分 の 内 径 面 に 形 成 さ れ て い る 凹 部 ９ に 保 持 さ れ る
中 間 シ ー ル ２ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 外 輪 全 体 は 、 軸 方 向 の 両 端 部 に 配 置 さ れ た 単 列 の 外 輪 １ １ 、 １ １ と 、 こ れ ら の 間 に 配 置
さ れ 、 単 列 外 輪 を ２ 個 連 結 し た 形 状 の 複 列 の 外 輪 １ ２ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 外 輪 １
１ 、 １ １ 、 １ ２ の 内 周 側 に は そ れ ぞ れ テ ー パ 面 １ １ ａ 、 １ １ ａ 、 １ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 内 輪 全 体 は 、 軸 方 向 に 並 べ た ２ 個 の 複 列 内 輪 １ ３ 、 １ ３ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 内 輪
１ ３ 、 １ ３ の 外 周 側 は 、 上 述 の 外 輪 １ １ 、 １ ２ の テ ー パ 面 １ １ ａ 、 １ ２ ａ に 対 応 し 、 こ れ
ら テ ー パ 面 １ １ ａ 、 １ ２ ａ と の 間 に 軸 受 内 部 空 間 Ｓ を 構 成 し て い る 。 内 輪 １ ３ 、 １ ３ に は
、 ロ ー ル 軸 が ル ー ズ フ ィ ッ ト で 嵌 合 す る 。 つ ま り 、 内 輪 １ ３ 、 １ ３ の 内 周 側 は 、 ロ ー ル 軸
の 外 周 面 に わ ず か な 隙 間 を も っ て 嵌 合 す る 。 内 輪 １ ３ 、 １ ３ の 軸 方 向 の 左 右 の 端 部 は 、 そ
れ ぞ れ 外 輪 １ １ 、 １ １ の そ れ よ り も 長 く 延 設 さ れ て お り 、 こ の 延 設 部 に は 、 端 面 シ ー ル １
８ 、 １ ８ の 弾 性 リ ッ プ １ ８ ａ 、 １ ８ ａ が 接 触 す る リ ッ プ 摺 動 面 １ ３ ａ 、 １ ３ ａ が 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 転 動 体 で あ る ４ 列 の 円 錐 こ ろ １ ４ 、 １ ４ 、 １ ４ 、 １ ４ は 、 上 述 の 軸 受 内 部 空 間 Ｓ に 配 設
さ れ て お り 、 外 輪 １ １ 、 １ ２ の テ ー パ 面 １ １ ａ 、 １ ２ ａ 及 び 内 輪 １ ３ 、 １ ３ の 外 周 面 に 接
触 す る 。 各 円 錐 こ ろ １ ４ は 、 ロ ー ル 軸 の 回 転 に 伴 っ て 内 輪 １ ３ 、 １ ３ が 回 転 す る と 、 所 定

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-77962 A 2006.3.23



の 方 向 に 回 転 し 、 こ れ に よ り 、 外 輪 １ １ 、 １ ２ に 対 し て 内 輪 １ ３ 、 １ ３ が 円 滑 に 回 転 す る
よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 保 持 器 １ ５ 、 １ ５ 、 … は 、 環 状 に 形 成 さ れ た ４ 本 の も の が 上 述 の 軸 受 内 部 空 間 Ｓ 内 に 配
設 さ れ て お り 、 各 保 持 器 １ ５ ご と に 、 周 方 向 に 多 数 の 円 錐 こ ろ １ ４ 、 １ ４ 、 … を 回 動 自 在
に 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 外 輪 間 座 １ ６ 、 １ ６ は 、 環 状 に 形 成 さ れ た 部 材 で あ り 、 複 列 の 外 輪 １ ２ と 先 端 （ 左 ） 側
の 単 列 の 外 輪 １ １ と の 間 、 及 び 複 列 の 外 輪 １ ２ と 基 端 （ 右 ） 側 の 単 列 の 外 輪 １ １ と の 間 に
、 そ れ ぞ れ 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 シ ー ル ホ ル ダ １ ７ 、 １ ７ は 、 ２ 個 の 外 輪 １ １ 、 １ １ の う ち の 先 端 側 の 外 輪 １ １ の 先 端 部
（ 図 ２ の 左 方 ） と 、 基 端 側 の 外 輪 １ １ の 基 端 部 （ 図 ２ の 右 方 ） に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て お り
、 内 周 側 に お い て 端 面 シ ー ル １ ８ 、 １ ８ を そ れ ぞ れ 保 持 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 回 転 シ ー ル 部 材 で あ る 端 面 シ ー ル １ ８ 、 １ ８ は 、 上 述 の シ ー ル ホ ル ダ １ ７ 、 １ ７ の 内 周
側 に 保 持 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ 弾 性 リ ッ プ １ ８ ａ 、 １ ８ ａ を 、 前 述 の 内 輪 １ ３ 、 １ ３ の リ
ッ プ 摺 動 面 １ ３ ａ 、 １ ３ ａ に 当 接 さ せ て い る 。 こ れ に よ り 、 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受 １ ０ の 軸
受 内 部 空 間 Ｓ が 密 封 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 静 止 シ ー ル 部 材 で あ る 中 間 シ ー ル ２ ０ は 、 環 状 に 形 成 さ れ た 部 材 で あ り 、 一 対 の 内 輪 １
３ 、 １ ３ が 対 向 し て 当 接 す る 当 接 面 の 内 径 面 側 に 形 成 し た 凹 部 １ ９ に は ま り 込 ん で こ こ に
保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受 １ ０ で は 、 運 転 中 、 軸 受 温 度 の 上 昇 に よ っ て 、 軸 受 内 部
空 間 Ｓ の 空 気 は 、 膨 張 し て 、 端 面 シ ー ル １ ８ の 弾 性 リ ッ プ １ ８ ａ か ら 排 気 さ れ る 一 方 、 停
止 時 に 、 軸 受 内 の 温 度 低 下 す る と 、 軸 受 内 部 空 間 Ｓ の 空 気 は 、 収 縮 し て 、 軸 受 内 部 空 間 Ｓ
の 圧 力 は 、 外 気 圧 よ り 低 く な る の で 、 外 気 を 引 き 込 む 力 （ 負 圧 ） が 作 用 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 際 、 端 面 シ ー ル １ ８ の 弾 性 リ ッ プ １ ８ ａ は 、 外 向 き に 組 込 ま れ て い る の で 、 軸 受 内
部 空 間 Ｓ へ の 外 気 の 流 入 を 防 止 す る 。 ま た 、 軸 受 外 径 面 か ら の 浸 入 は 、 シ ー ル ホ ル ダ １ ７
に 装 着 し た Ｏ － リ ン グ １ ７ ａ に よ っ て 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 内 輪 １ ３ の 突 合 わ せ 部 で は 、 中 聞 シ ー ル ２ ０ が 空 気 の 流 通 （ 浸 入 ） の み を 許 容 す
る 一 方 、 水 や 異 物 等 の 流 通 を 阻 止 し て い る 。 こ れ に よ り 、 軸 受 内 部 空 間 Ｓ が 負 圧 に な る こ
と を 防 止 す る 一 方 、 軸 受 内 部 空 間 Ｓ を ク リ ー ン な 状 態 に 維 持 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 特 許 文 献 １ に は 、 ガ ス の 流 れ に よ っ て 搬 送 さ れ る 粘 性 液 体 を 、 複 数 の 放 出 孔 に 分
岐 す る 流 入 孔 に よ り 複 数 の 部 分 流 に 分 割 す る 装 置 が 開 示 し て あ り 、 例 え ば 、 圧 延 機 や レ ー
ル 車 両 の 潤 滑 シ ス テ ム に 使 用 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ ０ ０ － ５ ０ １ ８ ２ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 図 ２ に 従 来 の 示 し た 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受 で は 、 内 輪 １ ３ 、 １ ３ の 突
合 せ 部 の 端 面 に 、 中 間 シ ー ル ２ ０ を 装 着 す る た め の 凹 部 １ ９ を 設 け な け れ ば な ら な い 結 果
、 内 輪 １ ３ 、 １ ３ の 突 合 せ 部 に 於 け る 突 合 わ せ 面 積 は 、 狭 く な る と い っ た こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う な 円 錐 こ ろ 軸 受 に は 、 ス ラ ス ト 荷 重 が 作 用 す る こ と か ら 、 こ の 突 合 わ せ 面 積 が
狭 く な る と 、 面 圧 が 高 く な っ て 、 強 度 不 足 に な る と い っ た 虞 れ が あ る 。 こ の 強 度 不 足 を 防
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ぐ た め 、 内 輪 の 突 合 せ 部 の 形 状 等 は 、 そ の 面 圧 の 応 力 値 が 許 容 値 以 下 に な る よ う に 設 計 す
る 必 要 が あ る 。 　
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 内 輪 の 突 合 わ せ 部 で 、
空 気 の 流 通 （ 浸 入 ） の み を 許 容 す る 一 方 、 水 や 異 物 等 の 流 通 を 阻 止 し な が ら 、 突 合 わ せ 部
の 面 積 を 広 く し 、 そ の 面 圧 を 軽 減 し て 強 度 不 足 を 解 消 し 、 こ れ に よ り 、 ア キ シ ア ル 荷 重 の
厳 し い 条 件 下 に お い て も 、 従 来 品 よ り 薄 肉 な 内 輪 設 計 を 可 能 に す る こ と が で き る 密 封 型 円
錐 こ ろ 軸 受 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受 は 、 内 輪 と 、
外 輪 と 、 内 輪 と 外 輪 と の 間 に 転 動 自 在 に 介 装 し た 円 錐 こ ろ と 、 を 備 え る と 共 に 、 内 ・ 外 輪
の 両 端 部 と 、 内 輪 の 突 合 せ 部 と を 密 封 し た 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受 に 於 い て 、
　 前 記 内 輪 の 突 合 わ せ 部 に 、 内 輪 間 座 が 配 置 し て あ る と 共 に 、
　 当 該 内 輪 間 座 と 前 記 内 輪 と の 間 に 、 シ ー ル 部 材 が 介 装 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受 は 、 前 記 シ ー ル 部 材 の 潰 し 代 は 、 空 気 の 流
通 を 許 容 す る 一 方 、 異 物 の 流 通 を 阻 止 す る 程 度 に 設 定 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 内 輪 の 突 合 わ せ 部 に 、 内 輪 間 座 が 配 置 し て あ る と 共 に 、 内 輪 間 座 と 内
輪 と の 間 に 、 シ ー ル 部 材 が 介 装 し て あ り 、 ま た 、 シ ー ル 部 材 の 潰 し 代 は 、 空 気 の 流 通 を 許
容 す る 一 方 、 異 物 の 流 通 を 阻 止 す る 程 度 に 設 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 従 っ て 、 内 輪 の 突 合 わ せ 部 で 、 空 気 の 流 通 （ 浸 入 ） の み を 許 容 す る 一 方 、 水 や 異 物 等 の
流 通 を 阻 止 し 、 こ れ に よ り 、 軸 受 内 部 空 間 が 負 圧 に な る こ と を 防 止 す る 一 方 、 軸 受 内 部 空
間 を ク リ ー ン な 状 態 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か も 、 内 輪 間 座 を 使 用 し て い る の で 、 突 合 わ せ 部 の 面 積 を 広 く し て 、 そ の 面 圧 を 軽 減
し 、 強 度 不 足 を 解 消 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ア キ シ ア ル 荷 重 の 厳 し い 条 件 下 に お
い て も 、 従 来 品 よ り 薄 肉 な 内 輪 設 計 を 可 能 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 従 来 技 術 の よ う に 内 輪 ど う し を 直 接 突 合 わ せ る の で は な く 、 内 輪 間 座 を 使 用 し て
い る の で 、 軸 受 製 作 時 の 内 部 す き ま 出 し に 、 内 輪 間 座 の 厚 さ 調 整 を 行 え る の で 、 内 部 す き
ま 出 し 作 業 が 容 易 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ロ ー ル ネ ッ ク 用 ・ 密 封 型 ・ ４ 列 ・ 円 錐 こ ろ 軸 受 な ど の
密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受 を 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ロ ー ル ネ ッ ク 用 ・ 密 封 型 ・ ４ 列 ・ 円 錐 こ ろ 軸 受 の 縦
断 面 図 で あ る 。 な お 、 同 図 は 、 軸 を 含 ま な い 縦 断 面 図 の う ち の 上 部 を 示 す 半 縦 断 面 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受 １ は 、 外 輪 １ １ 、 ２ ２ 、 ２ ２ 、 １ １ と 、 内 輪 １ ３ 、 １ ３ と 、 外 輪 １
１ 、 １ １ 、 ２ ２ 、 ２ ２ と 内 輪 １ ３ 、 １ ３ と の 間 に 配 置 さ れ る 多 数 の 円 錐 こ ろ １ ４ 、 １ ４ 、
… と 、 こ れ ら の 円 錐 こ ろ １ ４ 、 １ ４ 、 … を 支 持 す る 保 持 器 １ ５ 、 １ ５ 、 … と 、 外 輪 ２ ２ と
外 輪 １ １ 、 １ １ と の 間 に 配 設 さ れ た 外 輪 間 座 １ ６ 、 １ ６ と 、 外 輪 １ １ 、 １ １ の 端 部 に 配 置
さ れ た シ ー ル ホ ル ダ １ ７ 、 １ ７ と 、 シ ー ル ホ ル ダ １ ７ 、 １ ７ に よ っ て 支 持 さ れ た 端 面 シ ー
ル １ ８ 、 １ ８ と 、 を 備 え て い る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 外 輪 全 体 は 、 軸 方 向 の 両 端 部 に 配 置 さ れ た 単 列 の ２ 個 の 外 輪 １ １ 、 １ １ と 、 こ れ ら の 間
に 配 置 さ れ 、 外 輪 １ １ 、 １ １ を 連 結 し た 単 列 の ２ 個 の 外 輪 ２ ２ 、 ２ ２ と 、 に よ っ て 構 成 さ
れ て い る 。 外 輪 １ １ 、 １ １ 、 ２ ２ 、 ２ ２ の 内 周 側 に は 、 そ れ ぞ れ 、 テ ー パ 面 １ １ ａ 、 １ １
ａ 、 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 内 輪 全 体 は 、 軸 方 向 に 並 べ た ２ 個 の 複 列 内 輪 １ ３ 、 １ ３ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 内 輪
１ ３ 、 １ ３ の 外 周 側 は 、 上 述 の 外 輪 １ １ 、 ２ ２ の テ ー パ 面 １ １ ａ 、 ２ ２ ａ に 対 応 し 、 こ れ
ら テ ー パ 面 １ １ ａ 、 ２ ２ ａ と の 間 に 軸 受 内 部 空 間 Ｓ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 内 輪 １ ３ 、 １ ３ に は 、 ロ ー ル 軸 が ル ー ズ フ ィ ッ ト で 嵌 合 す る 。 つ ま り 、 内 輪 １ ３ 、 １ ３
の 内 周 側 は 、 ロ ー ル 軸 の 外 周 面 に わ ず か な 隙 間 を も っ て 嵌 合 す る 。 内 輪 １ ３ 、 １ ３ の 軸 方
向 の 左 右 の 端 部 は 、 そ れ ぞ れ 外 輪 １ １ 、 １ １ の そ れ よ り も 長 く 延 設 さ れ て お り 、 こ の 延 設
部 に は 、 端 面 シ ー ル １ ８ 、 １ ８ の 弾 性 リ ッ プ １ ８ ａ 、 １ ８ ａ が 接 触 す る リ ッ プ 摺 動 面 １ ３
ａ 、 １ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 転 動 体 で あ る ４ 列 の 円 錐 こ ろ １ ４ 、 １ ４ 、 １ ４ 、 １ ４ は 、 上 述 の 軸 受 内 部 空 間 Ｓ に 配 設
さ れ て お り 、 外 輪 １ １ 、 ２ ２ の テ ー パ 面 １ １ ａ 、 ２ ２ ａ 及 び 内 輪 １ ３ 、 １ ３ の 外 周 面 に 接
触 す る 。 各 円 錐 こ ろ １ ４ は 、 ロ ー ル 軸 の 回 転 に 伴 っ て 内 輪 １ ３ 、 １ ３ が 回 転 す る と 、 所 定
の 方 向 に 回 転 し 、 こ れ に よ り 、 外 輪 １ １ 、 ２ ２ に 対 し て 内 輪 １ ３ 、 １ ３ が 円 滑 に 回 転 す る
よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 保 持 器 １ ５ 、 １ ５ 、 … は 、 環 状 に 形 成 さ れ た ４ 本 の も の が 上 述 の 軸 受 内 部 空 間 Ｓ 内 に 配
設 さ れ て お り 、 各 保 持 器 １ ５ ご と に 、 周 方 向 に 多 数 の 円 錐 こ ろ １ ４ 、 １ ４ 、 … を 回 動 自 在
に 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 外 輪 間 座 １ ６ 、 １ ６ は 、 環 状 に 形 成 さ れ た 部 材 で あ り 、 単 列 の 外 輪 ２ ２ と 先 端 （ 左 ） 側
の 単 列 の 外 輪 １ １ と の 間 、 及 び 単 列 の 外 輪 ２ ２ と 基 端 （ 右 ） 側 の 単 列 の 外 輪 １ １ と の 間 に
、 そ れ ぞ れ 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 シ ー ル ホ ル ダ １ ７ 、 １ ７ は 、 ２ 個 の 外 輪 １ １ 、 １ １ の う ち の 先 端 側 の 外 輪 １ １ の 先 端 部
（ 図 ２ の 左 方 ） と 、 基 端 側 の 外 輪 １ １ の 基 端 部 （ 図 ２ の 右 方 ） に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て お り
、 内 周 側 に お い て 端 面 シ ー ル １ ８ 、 １ ８ を そ れ ぞ れ 保 持 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 回 転 シ ー ル 部 材 で あ る 端 面 シ ー ル １ ８ 、 １ ８ は 、 上 述 の シ ー ル ホ ル ダ １ ７ 、 １ ７ の 内 周
側 に 保 持 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ 弾 性 リ ッ プ １ ８ ａ 、 １ ８ ａ を 、 前 述 の 内 輪 １ ３ 、 １ ３ の リ
ッ プ 摺 動 面 １ ３ ａ 、 １ ３ ａ に 当 接 さ せ て い る 。 こ れ に よ り 、 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受 １ の 軸 受
内 部 空 間 Ｓ が 密 封 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 内 輪 １ ３ ， １ ３ の 突 合 わ せ 部 に 、 Ｔ 字 状 の 内 輪 間 座 ３ ０ が 配
置 し て あ る 。 こ の Ｔ 字 状 の 内 輪 間 座 ３ ０ は 、 内 輪 １ ３ ， １ ３ の 端 面 同 士 の 間 に 介 装 さ れ る
本 体 ３ １ と 、 内 輪 １ ３ ， １ ３ の 外 径 面 を 被 覆 す る よ う に 延 び る 一 対 の 肩 部 ３ ２ ， ３ ２ と 、
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 対 の 肩 部 ３ ２ ， ３ ２ の 内 径 側 に は 、 内 輪 １ ３ ， １ ３ の 外 径 面 と の 間 に 、 一 対 の Ｏ － リ
ン グ ３ ３ ， ３ ３ が 装 着 し て あ る 。 こ の Ｏ － リ ン グ ３ ３ ， ３ ３ の 潰 し 代 は 、 空 気 の 流 通 を 許
容 す る 一 方 、 異 物 の 流 通 を 阻 止 す る 程 度 に 設 定 し て あ る 。 即 ち 、 潰 し 代 は 、 一 般 の 規 格 値
よ り 小 さ く し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 外 輪 ２ ２ ， ２ ２ の 突 合 わ せ 部 に 、 外 輪 間 座 ２ ３ が 介 装 し て あ る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う な 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受 １ で は 、 運 転 中 、 軸 受 温 度 の 上 昇 に よ っ て 、 軸 受 内 部 空
間 Ｓ の 空 気 は 、 膨 張 し て 、 端 面 シ ー ル １ ８ の 弾 性 リ ッ プ １ ８ ａ か ら 排 気 さ れ る 一 方 、 停 止
時 に 、 軸 受 内 の 温 度 低 下 す る と 、 軸 受 内 部 空 間 Ｓ の 空 気 は 、 収 縮 し て 、 軸 受 内 部 空 間 Ｓ の
圧 力 は 、 外 気 圧 よ り 低 く な る の で 、 外 気 を 引 き 込 む 力 （ 負 圧 ） が 作 用 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 際 、 端 面 シ ー ル １ ８ の 弾 性 リ ッ プ １ ８ ａ は 、 外 向 き に 組 込 ま れ て い る の で 、 軸 受 内
部 空 間 Ｓ へ の 外 気 の 流 入 を 防 止 す る 。 ま た 、 軸 受 外 径 面 か ら の 浸 入 は 、 シ ー ル ホ ル ダ １ ７
に 装 着 し た Ｏ － リ ン グ １ ７ ａ に よ っ て 防 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 方 、 内 輪 １ ３ の 突 合 わ せ 部 で は 、 Ｏ － リ ン グ ３ ３ ， ３ ３ が 空 気 の 流 通 （ 浸 入 ） の み を
許 容 す る 一 方 、 水 や 異 物 等 の 流 通 を 阻 止 し て 、 軸 受 内 部 空 間 Ｓ の 負 圧 を 緩 和 し て い る 。 こ
れ に よ り 、 軸 受 内 部 空 間 Ｓ が 負 圧 に な る こ と を 防 止 す る 一 方 、 軸 受 内 部 空 間 Ｓ を ク リ ー ン
な 状 態 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 し か も 、 内 輪 間 座 ３ ０ を 使 用 し て い る の で 、 突 合 わ せ 部 の 面 積 を 広 く し て 、 そ の 面 圧 を
軽 減 し 、 強 度 不 足 を 解 消 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ア キ シ ア ル 荷 重 の 厳 し い 条 件 下
に お い て も 、 従 来 品 よ り 薄 肉 な 内 輪 設 計 を 可 能 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 従 来 技 術 の よ う に 内 輪 ど う し を 直 接 突 合 わ せ る の で は な く 、 内 輪 間 座 ３ ０ を 使 用
し て い る の で 、 軸 受 製 作 時 の 内 部 す き ま 出 し に 、 内 輪 間 座 ３ ０ の 厚 さ 調 整 を 行 え る の で 、
内 部 す き ま 出 し 作 業 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 種 々 変 形 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ロ ー ル ネ ッ ク 用 ・ 密 封 型 ・ ４ 列 ・ 円 錐 こ ろ 軸 受 の 縦 断
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 に 係 る ロ ー ル ネ ッ ク 用 ・ 密 封 型 ・ ４ 列 ・ 円 錐 こ ろ 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 １ 　 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受
　 １ ０ 　 密 封 型 円 錐 こ ろ 軸 受
　 １ １ ， １ ２  外 輪
　 １ １ ａ ， １ ２ ａ 　 テ ー パ 面
　 １ ３ 　 内 輪
　 １ ４ 　 円 錐 こ ろ
　 １ ５ 　 保 持 器
　 １ ６ 　 外 輪 間 座
　 １ ７ 　 シ ー ル ホ ル ダ
　 １ ７ ａ 　 リ ッ プ 摺 動 面
　 １ ８ 　 端 面 シ ー ル
　 １ ８ ａ 　 弾 性 リ ッ プ
　 １ ９ 　 凹 部
　 ２ ０ 　 中 間 シ ー ル
　 ２ ２ 　 外 輪
　 ２ ３ 　 外 輪 間 座
　 ３ ０ 　 内 輪 間 座
　 ３ １ 　 本 体
　 ３ ２ 　 肩 部
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　 ３ ３ 　 Ｏ － リ ン グ （ シ ー ル 部 材 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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